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新しい雪崩l＼ザー ドマップ
雪崩災 害と研究の動向 雪崩 危険度評価の高度化
日本の雪崩による災害の発生件数 は 私たちの研究所 では、重点研究と し
通常の冬で数十件、 10人くらいの人が て 「雪崩危険度評価技術の高度化に関
その犠牲となっています。 また、過去 する研究 ( 1995- 2000) 」を行っていま
の豪雪時にはこの数倍の被害が発生 し す。この研究で は、模擬物質を使った
ました。最近ではレジャー の自然志向 実験やコンピ ュー タ ・シミュレー ショ




山岳地の樹木が枯れ、雪崩発生による ー タを併せて雪崩ハザー ドマップの開
災害が多発 しています。日本でも 同様 発を行います。
なことがいえますが、 その実態も明ら
かではありません。 このように雪崩に 1 ．雪崩の地形的特徴







害を防ぐため、 数年前からユ ー ロ諸国 発生地の地形的特徴と見 通し角 （雪崩




ド、中国などの発展途上国においても、 ー タから導かれた 経験則とほぼ同じで
雪崩災害を防ぐための研究開発が行わ した。
れています。わが国では農林水産省、建 また、雪崩がもっとも起こりやすい
設省や大学でそれぞれの立場から精力 斜面の傾きは30 - 35度で、日本や欧米
的な研究が行われています。 また、科 で過去に得られたデ ー タと大きな差は
学技術庁の地域先導研究 （富山県）で、 ありませんで した。
私たちの研究所の長 岡雪氷防災実験研 雪崩発生区の傾きのほか、斜面の向







で雪崩を集中的に観測 崩発生斜面の分類を試みています。 最 』防
しています。 終的には、雪崩発生危険度が、斜面分類、
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「機関評価委員会」開催される
3月 3 日から3日間、 私たちの研究
所において、防災科学技術研究所機関
評価委員会が開催されま した。
この委員会は、海外からの 4 人を含
む外部の有識者、 専門家など12人で構
成され、私たちの研究所の より効率的・
効果的な組織運営・研究活動につい て
助言をいただくことを 目的としたもの
です。
当日の委員会では、 研究所の組織 ・
予算・人員などの運営・研究体制の適
切性や現在実施している分野ごとの研
究の課題設定や活動の妥当性など につ
いて、活発な議論が交わされ、厳正な
評価が行われました。
今回の委員会議事を 反映した機関評
価の最終結果は、 5月ごろまでに取り
まとめられ報告される予定です。
（問い合わせ先 ：管理部企画課）
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